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巻頭言

ここでフーゴーの想定している故郷とは、
文字通り自分の生まれ育った故

ふるさと

郷であり、
サイードが「文化的故郷（cultural home）」
と呼んだものである。通常私たちはこの意
味で「故郷（こきょう・ふるさと）」という
言葉を用いる。

一方、「おぢばは人類の故
ふるさと

郷」と言う時の
故
ふるさと

郷は、その人が生まれ育った故郷である
必要はない。おぢばは人類が宿し込まれた
場所と教えられるので、比喩的に「人類の
故
ふるさと

郷」と呼ぶのだ。よって、この故
ふるさと

郷は文
化的故郷ではなく、「精神的故郷（spiritual 
home）」と呼ぶべきものである。そして、
それは濃厚な物語や記憶が埋め込められた
聖地なのだ。

例えば、ゴレ島の「奴隷の家」を初めて
訪れるアフリカ系アメリカ人が「帰ってき
たのだ」と感じるのは、その場所に自分た
ちの祖先の物語や記憶が埋め込まれている
と感じるからだ。おぢばも「元の理」の物
語が埋め込まれているからこそ、信仰者に
とっての精神的故郷、聖地となる。そして、
その場所は、住んだことはおろか訪れたこ
とさえなくても「帰る」ことのできる場所
でもある。

フーゴーは、全世界を異郷の地とするも
のこそが完璧であるとした。サイードは、
自らの文化的故郷でさえも異化して眺める
ことの重要性を説いた。では、精神的故郷
としてのおぢばについてはどのような態度
の信仰者が完璧であると考えられるのだろ
うか。私は、おぢばに帰らなくても “ おぢ
ば帰り ” のできる人、どこにいても “ おぢば
帰り ” ができている人こそが完璧だと思う。
フーゴーのレトリックを借りれば、全世界
を精神的故郷、ぢばとするものこそが完璧
であると考える。どこにいても「ぢば」を
思い、親神と対峙し、世界は神の身体であ
ることを感じることが、ぢばについて求め
られる完璧な姿なのかもしれない。

とある先生から「全世界を異郷の地とす
るものが完璧だと書いてあったけれど、こ
れはユダヤ民族のことを想定しているのだ
ろうか？　それはともかく、そもそもおぢ
ばは人類の故

ふるさと

郷なのではないか？」という
質問を受けた。8 月号の巻頭言「全世界を
異郷の地とするもの」を読んでの質問であ
る。

1 つ目の質問に対する答えはノーだ。これ
は、1948 年のイスラエル建国まで国土を持
てなかった流浪の民としてのユダヤ民族の
イメージから出た質問だと思われる。国土を
持たない流浪の民にとって、全世界が異郷の
地であっただろうということだ。しかし、一
人ひとりのユダヤ人にとって、北米であれ、
欧州であれ、生まれ育った土地があったわけ
で、ここで言う「異郷の地とする」とは、そ
のような生まれ育った故

ふるさと

郷でさえ異郷の地
とするという意味である。

2 つ目の質問に対する答えは、字句通り
に解せば、 “ 天理教の教えにおいて ” という
条件のもとイエスになる。もちろん、ここ
で問われているのはそのようなことではな
いので、少し言葉を足さねばならないだろ
う。問いたかったのは、全世界を異郷の地
とする完璧な者にとって、人類の故

ふるさと

郷とさ
れるおぢばでさえも異郷の地になってしま
うのか？ということだと思われる。

この問いについては、問いの設定の仕方
に問題があると言って良いかもしれない。1
つ目の質問にも関わってくることだが、2
つ目の質問では 2 つの異なる故郷を混同も
しくは同一視して問いを立ててしまってい
るのである。ここでサイードが引用したフー
ゴーの行

くだり

を再度、記してみる。
故郷を甘美に思うものは未だひ弱な
初心者だ。あらゆる土地を故郷とす
るものは既に力強い。だが、全世界
を異郷の地とするものは完璧である

［拙訳］。
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